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 最後に本論文の構成を記す。  
第 1 章では、本研究の問題意識を明確にした上で、目的および研究方法を説明する。  
 第 2 章では、3 つの視点から先行研究をレビューする。第一に、戦略的人的資源管理に
関する定義や理論的経緯を明確にした上で、戦略的人的資源管理研究の発展に貢献してき
た近接学問領域を整理する。第二に、戦略的人的資源管理研究に関するベストプラクティ
ス ,コンティンジェンシー ,コンフィギュレショーンの 3 つのアプローチを整理する。最後
に、3 つの代表的な実証研究を取り上げ、各研究における実証方法論を詳細に検討する。  











 第 5 章では、仮説の検証と考察を行い、そこから導出された知見をまとめる。3 つの異









 第 6 章では、本研究の成果と限界をまとめる。最後に、本研究の今後の課題に言及する。  
 
 以上、本論文は、戦略的人的資源管理における個と組織の問題を、マクロ的観点の経営
成果とミクロ的観点の従業員行動から考察するために、ミクロ－マクロ・リンクの観点か
ら理論的・実証的に探求している。特に人的資源管理の中間成果コンフィギュレーション
からの定量的解析による実証研究の方法論的可能性を提言するものである。  
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